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筑筑筑紫紫紫野野野だだだよよよりりり Letter from Chikushino 

Tenpai masa 

２０１０年 今年も「古都の光」幽玄な世界に誘われて 

今年も「千灯明」の季節になりました。昼間、大牟田ひまわり畑に歩いた足に鞭を打って出かけてみました。 

大宰府政庁跡から九国博物館まで、一つ一つの灯明に見入りながら、歩きました。 

 

宵の始まり大宰府政庁跡に燈明に明かりが灯され、どこからかビオラの穏やかな音色が流れてきました。 

 

観世音寺では灯明に加えて、笛太鼓の音が聞こえてきました。 



  

 

今年初めて、大宰府政庁跡に燈明が並びました。 

 

観世音寺では梅の花太鼓、子供たちが演奏していました。 

 



   

   

  

 

戒壇院、観世音寺も入口から奥まで燈明が並ぶ、彼岸花までしろくなり灯明に花を添える。 



 

  

  

 



   

   

   

  



   

  

     

   

灯明、いろいろな企業、団体、個人の支援で昨年より今年、と成長しているのを感じました。 



  

 

 



 

  

大宰府天満宮では神幸式大祭で「倭舞(やまとまい)」が奉納されていました。 

写りが今一つなので、湖面に映る舞の雰囲気は感じられますか？ 

観客が多いなか、おごそかに奉納されていました。 

 



  

天満宮に奉納されたねぶたも参加していました。九国博物館に着いたころには片づけに入っていました。 

 

 

来年もまた期待したい、自分はもっと夜の撮影、腕を上げなきゃ・・・ 


